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豪
雨
対
策
の
整
備
・
強
化
を

透
水
性
道
路
舗
装
の
採
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
極
的
に
進
め
て
い
る

町
長

原
　
　
隆
夫
　
議
員
（
公
明
党
）

質
問　

８
月
22
日
の
台
風

９
号
は
、
役
場
雨
量
計
で

１
時
間
最
高
雨
量
94
・
５

ミ
リ
を
記
録
し
、
町
道
２

号
線
の
土
砂
崩
れ
や
、
町

内
各
所
で
の
床
上
、
床
下

浸
水
等
い
ま
だ
か
つ
て
な

い
被
害
が
発
生
し
た
。
あ

る
自
治
体
で
は
、
同
様
の

被
害
が
発
生
し
た
後
、
グ

レ
ー
チ
ン
グ
を
備
え
た
排

水
溝
の
整
備
、
雨
水
を
地

面
に
染
み
込
ま
せ
る
浸
透

ま
す
の
増
設
、
緊
急
用
土

の
う
保
管
箱
の
拡
大
等
の

対
策
を
し
て
い
る
。
今
後

も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
豪

雨
対
策
の
整
備
、
強
化
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

町
は
こ
れ
ま
で
も

雨
水
幹
線
、
調
整
池
や
雨

水
浸
透
施
設
な
ど
の
設
置

と
透
水
性
道
路
舗
装
の
採

用
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
現
段
階
で
町
が
対
応

で
き
る
の
は
、
今
回
の
豪

雨
を
教
訓
と
し
て
、
被
害

を
受
け
た
個
所
の
局
地
的

対
応
と
気
象
情
報
能
力
の

強
化
、
町
民
へ
の
早
期
情

報
提
供
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

今
後
、
都
に
対
し
、
豪

雨
対
策
な
ど
多
摩
地
域
に

も
目
を
向
け
る
よ
う
働
き

か
け
る
と
共
に
、
行
政
職

員
、
消
防
団
、
消
防
署
や

警
察
署
と
の
連
携
を
強
化

し
、
豪
雨
に
備
え
て
い
き

た
い
。

新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
と

　
　
　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
問
う

熊
本
地
震
を
受
け
て
再
検
証
し

　
　
　
　
　
　
基
礎
工
事
の
見
直
し
を
図
っ
た

町
長

山
﨑
　
　
栄
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問　

現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
新
庁
舎
計
画
は
、
安

全
安
心
で
災
害
時
に
は
防

災
拠
点
と
な
り
、
機
能
的

に
は
町
民
や
職
員
の
使
い

易
い
、
町
の
象
徴
と
な
る

庁
舎
と
な
る
も
の
と
思
う
。

し
か
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
控
え
、
現
在
建
設

業
界
で
は
人
手
不
足
や
資

材
の
高
騰
な
ど
で
工
事
受

注
に
関
し
、
入
札
不
調
や

工
事
金
額
の
値
上
が
り
な

ど
不
安
要
素
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
計
画
期
間
に
完
遂
す

る
に
は
厳
し
い
と
思
う
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
、
財
源

の
確
保
、
入
札
時
期
の
対

策
や
取
組
み
を
問
う
。

町
長　

現
在
、
実
施
設
計

を
鋭
意
進
め
て
い
る
が
、

熊
本
地
震
を
受
け
て
再
検

証
し
、
基
礎
工
事
の
見
直

し
を
図
り
、
く
い
基
礎
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し

た
。
財
源
の
確
保
で
は
、

役
場
事
務
所
の
建
設
に
対

す
る
補
助
は
限
ら
れ
て
お

り
、
公
共
施
設
建
設
基
金

を
活
用
す
る
他
、
防
衛
省

の
国
庫
補
助
金
・
起
債
を

予
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
補
助
金
も
期
限

が
あ
り
、
総
合
的
に
勘
案

し
て
、
事
業
着
手
は
今
し

か
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

入
札
に
関
し
て
は
、
不
調

が
発
生
し
な
い
よ
う
準
備

を
進
め
、
制
限
付
き
一
般

競
争
入
札
、
一
括
発
注
方

式
を
採
用
す
る
予
定
で
あ

る
。

町の行財政運営の今後について問う

町長

古宮　郁夫　議員（自民新政会） 質
問　

町
の
長
期
総
合
計

画
は
28
年
度
よ
り
後
期
５

年
間
へ
と
移
行
し
た
。
新

庁
舎
建
設
・
箱
根
ケ
崎
駅

西
な
ど
の
土
地
区
画
整

理
・
狭
山
池
上
流
部
や
都

市
計
画
道
路
の
整
備
・
多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
導

入
・
雨
水
や
汚
水
対
策
・

施
設
維
持
改
修
・
福
祉
保

健
費
用
の
増
大
な
ど
、
長

期
の
財
政
負
担
と
な
る
状

況
や
事
業
が
立
ち
並
ぶ
。

29
年
度
の
予
算
編
成
作
業

が
開
始
さ
れ
る
中
、
今
後

の
行
政
・
財
政
を
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
の
か

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

現
在
、
地
方
公
会

計
の
導
入
の
準
備
を
進
め

て
い
る
が
、
単
年
度
ご
と

の
財
政
状
況
分
析
だ
け
で

な
く
、
現
在
行
っ
て
い
る

投
資
が
ど
の
よ
う
な
形
で

還
元
さ
れ
る
の
か
を
見
据

え
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

特
定
財
源
の
確
保
や
徹
底

的
な
無
駄
の
排
除
な
ど
健

全
財
政
維
持
の
た
め
努
力

し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
も
、

着
実
に
瑞
穂
町
が
将
来
に

向
か
っ
て
歩
め
る
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
批
判
が
あ
っ

て
も
「
50
年
後
を
見
て
く

だ
さ
い
」
と
言
え
る
ぐ
ら

い
の
施
策
を
展
開
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。　

質
問　

持
続
的
な
社
会
保

障
体
制
、
安
心
で
き
る
老

後
を
送
る
た
め
に
は
、
要

介
護
者
へ
の
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
、
そ
れ
を

可
能
と
す
る
財
政
運
営
を

実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

健
康
寿
命
を
念
頭
に
置
い

た
施
策
の
充
実
に
よ
る
福

祉
保
健
医
療
費
の
歳
出
抑

制
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
次
の
３
点

を
町
長
に
問
う
。

問
①　

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
現
状
と
課
題
は
。

町
長
　
現
在
、
地
域
の
住

民
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守

り
環
境
が
変
貌
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
自
分
ら
し
い
生

活
を
送
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
が
課
題
。

問
②　

高
齢
者
・
障
が
い

者
の
社
会
参
画

の
現
況
と
課
題

は
。

町
長
　
現
在
、

就
労
の
確
保
に

努
め
て
い
る
が
、

年
齢
や
障
害
の

有
無
で
区
別
さ

れ
る
こ
と
な
く

地
域
福
祉
の
担

い
手
と
し
て
、

ま
た
、
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
活
躍
の

場
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

問
③　
「
腹
膜
透
析
」
の

認
識
と
推
進
に
向
け
た
支

援
制
度
の
創
設
は
。

町
長　

腹
膜
透
析
は
医
師

の
判
断
の
も
と
に
導
入
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
医
療

行
為
を
特
定
し
、
町
が
推

進
す
る
制
度
創
設
は
適
切

で
な
い
と
考
え
る
。

お伊勢山から撮影された約50年前の役場通り

28年7月時点での基本設計イメージパース

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
民
間
の
時
間
貸

し
の
駐
車
場
も
あ
り
、

現
時
点
で
の
必
要
性
は

低
い
と
考
え
る
。

駅
前
に
町
営
駐
車
場
を

子どもたちに大福のつくり方を教えている高齢者（高齢者と子どもの集い）

台風９号で冠水した道路（元狭山地区）

「50年後を見てください」と言えるぐらいの施策を展開したい

持続可能な社会保障体制に向けた取組みを

年齢や障がいの有無によらず、活躍の場の確保が必要町長

吉野　一夫　議員（自民新政会）

腹
膜
透
析

　

自
分
の
体
の
中
の
「
腹

膜
」
を
利
用
し
て
血
液
を

き
れ
い
に
す
る
透
析
療
法

の
こ
と
。
在
宅
で
行
え
る

た
め
、
通
院
は
月
に
１
〜

２
回
程
度
で
済
む
。


